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は ち ぶ ん だ ん(1)令和 8年 3月
(4)令和 8年 3月は ち ぶ ん だ ん

錢粽鰊輻蛯訛録鰊 眸瘍颯踵魏鶯
3月 1日①>>>3月 7日○『春の火災予防運動』

元
日
は
岡
八
幡
神
社
で
無
事
故
無

火
災
の
祈
願
後
、
管
内
各
地
区
で
祈

念
放
水
を
実
施
。
１
月
１１
日
（日
）

に
は
日
の
出
ふ
頭
で
の
静
岡
市
消
防

出
初
式
に
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
清
水
第
八
分
団
を
取
り
巻

く
環
境
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

昨
今
、
高
齢
者
世
帯
の
増
加
や
モ
バ

イ
ル
バ
ツ
テ
リ
ー
等
に
よ
る
新
た
な

火
災
リ
ス
ク
に
加
え
、
大
規
模
災
害
ヘ

の
備
え
も
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
中
、
地
域
を
守
る
最
前
線
で

あ
る
当
分
団
の
役
割
が
年
々
増
し
て

い
る

一
方
、
団
員
確
保
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
管
内
の
安
全

を
次
代
へ
繋
ぐ
た
め

に
は
、
地
域
の
皆
様

の
支
え
と
若
い
力
の

増
強
が
不
可
欠
で
す

私
た
ち
は
、
地
域
全

体
で
防
災
を
担
う
文

化
を
育
む
こ
と
が
、

強
靭
な
街
づ
く
リ
ヘ

の
第

一
歩
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
分

団
員
の
増
強
に
ぜ
ひ

と
も
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

さ
て
、
３
月
１
日

（日
）
か
ら
始
ま
る

「春
の
火
災
予
防
週
間
」
で
は
、
例

年
通
り
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
広
報
活

動
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
中

止
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
広
報
活
動
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
中
断
期
間
を
挟
み
な
が
ら
も

約
４５
年
に
わ
た
り
続
い
て
き
た
第
八

分
団
の
伝
統
行
事
で
す
。
こ
れ
ま
で

多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

防
火
意
識
の
輪
を
広
げ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
消
防
車
両
へ
の

乗
車
に
関
す
る
規
則
の
厳
格
化
等
に

よ
り
、
継
続
が
極
め
て
難
し
い
状
況

と
な
り
ま
し
た
。
参
加
を
楽
し
み
に

さ
れ
て
い
た
お
子
さ
ま
や
保
護
者
の

皆
さ
ま
に
は
、
心
よ
り
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
何
卒
ご
理
解

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。春
と
秋
の
火
災
予
防
週
間
に
は
、

分
団
員
に
よ
る
広
報
活
動
を
継
続
し

て
ま
い
り
ま
す
。
空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

ご
家
庭
の
火
の
元
や
火
災
予
防
に
つ

い
て
、
こ
の
機
会
に
今

一
度
点
検
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
地
域
の
行
事
な
ど
に
積
極

的
に
参
加
し
、
消
防
車
両
の
展
示
や

乗
車
体
験
、
写
真
撮
影
な
ど
を
通
し

て
、
子
ど
も
た
ち
に
親
し
み
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
リ

ま
す
。
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
、

引
き
続
き
清
水
第
八
分
団
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

強
靭
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
第

一歩

地
域
で
防
災
担
う
文
化
を

第
八
分
団

分
団
長

田
村
好
幸

巌
注
一一一驚
饗
一

住宅用火災警報器の設置と
定期的な点検をお願いしまt

消 防 功 労 章    小寺裕文 (千歳町)

出口健― (宮加三)

員田 龍 (月見町)

特別功労章

功労章

じくお願じもよろ ヽ ヽたしま
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船越地区で車両展示と

消火器・放水訓練を実施

[12月 15日 ]

まとい祭り 清水区の無火災を祈る

＼私たちも分団活動と仕事を両立しています。お気軽にこ`入団ください。/

まずは下記までご連絡ください。見学だけでも大歓迎

□ 清水第八分団 啜轟群鰈曇轟麟議覇霧卿◎餞醸艤

□分団長 田村好幸   督蟄蜻写蝙霧写辣は融ヅマ菫は

[11月 9日 ] 12方面隊の合同訓練。事前のミーティングと放水訓練

仄又は貯瞑勒仄闊鍼烙 蠅颯儡爾饉鐙贔鰤燒鶉 [1月 H日 ]
[1月 1日 ]

岡八幡宮へ初詣のあと、
管内で無事故無火災の

祈念放水

客船と富士山をバックに一斉放水

岡まつり。浜田まつリ

船越まつリ

八分回 1員 募集

つの4
買
■
■
■
■
■
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いのちを守る

0期 覚知 ● 焼拡大防止

′
ト

ブ
餃
・

0期 避難

ワ
フ
`“

Z"

コンロをイ吏うときは
火のそばを離れない

寝タバコは絶対にしない。
させない。

ストーブの周りに
燃えやすいものを置かない

コンセントはほこりを清掃し
不必要なプラグは抜く

0火 防止
火災の発生を防ぐために、
ストーブやコンロ等は
安全装置の付いた機器を使用する

● 期消火

火災の早期発見のために、

住宅用火災警報機を定期的に点検し
10年を目安に交換する

火災を小さいうちに消すために、

消火器等を設置し
使い方を確認しておく

お年寄りや身体の不自由な人は、
避難経路と避難方法を常に確保臥

備えておく

火災の拡大を防ぐために、部屋を

整理整頓臥寝具、衣類及び
カーテンは、防炎品を使用する

0域 の助け合い
防火防災訓練への参加、

戸別訪間などにより、
地域ぐるみの防火対策を行う

の

じ "

餞

物置や倉庫には

鍵をかける

家の周りに燃え

やすい物を

おかない

センサーライトなどで

家の周りを明るくする

購量

車やバイクの

カバーは防炎製品

を使用する
ゴミは必ず収集

日の朝に出す
近隣の住民と協力し、

放火されない環境をつくる

消防団はもともと町火消で、大工や鳶、小売商人の人

達が担っていたいましたが、現在、多くの人達が勤め

人となり、昼間の火事の時に消防車を出動させること

が難しいと聞きました。定年後はサッカーやテニスで

時間を費やしていたので、少しは役に立てるかと思

い入団させてもらいました。様々な職種の人達との

交流も楽しく良い経験をさせて頂いています。

2025年jヽ団吉川康正

□清水消防署 消防団係 壻融渉膊轟馘鯰躙写魏は電菫靡

[12月 7日 ]

ヽ

ヽ

嘲穆警鼈麒


